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研究成果の概要（和文）：本研究は既存の農業経済学および農村開発論を基礎に、国際貿易論、新制度派経済学
および組織論による分析を援用し、日本と中国を対象にグローバリゼーション下の国際フードシステムを転換す
るダイナミズムに関する実証分析を行った。経済発展に伴い食料消費の量的・質的水準の上昇や食品安全性に対
する要求水準への対応が、地域フードシステムの持続性を規定する要因であることを明らかにし、都市経済の発
展に応じた経済性、社会性、環境保全の実現の重要性、食料安全保障の実現に向けてのクラスター形成の政策課
題としての企業戦略、イノベーション、人的資源の開発と管理、国際的事業連携などが重要であることを明らか
にした。

研究成果の概要（英文）：Based on the existing agriculture economics and rural development 
introducing some approaches from international trade and new institutional economics, this research 
analysed the dynamic transformation of international food system under the globalization by 
targeting the countries of Japan and China.It clarified that the sustainability of regional food 
system was determined by their correspondence to the needs for food consumption including food 
quality and food safety along with the economic development.It also clarified that the aspects of 
economy, social and environment should be taken into account in the processes of city development. 
Some important policy implications were drawn by the research on industrial clustering in order to 
realize food security, such as business strategy, innovation creation, human resources management 
and development, and international business alliance etc.  　 

研究分野：地域研究、農業経済学、開発経済学
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１．研究開始当初の背景 
 
近年、食料安全保障（Food Security）

の実現に対する関心が高まり、食料の量的

確保と消費構造の変化に対応した質的対応

を実現するための食料政策の重要性が再認

識されている。一方、「フードシステム（Food 

System）」の発達に伴い、発展途上国およ

び先進国を問わず、農産物の生産から流

通・加工・消費に至るサプライ・チェーン

の過程において、様々な主体が関与するよ

う に な っ て い る （ McCullough 2008: 

Transformation of Agro-food System）。

その中心的課題である食料安全保障の問題

は、食料、地球環境、資源・エネルギーの

トリレンマの中に位置づけられているが

（OECD 2011 Green Growth Studies）、従来、

その問題設定と把握は、1国（1部門）や発

展段階など、部門限定的・静態的に行われ

がちであり、WTO 農業交渉の難航などの自

由で公正な貿易推進の障害になっている

（Kawai et al. 2010 Asian Regionalism in 

the World Economy）。 

 環太平洋地域を見ると、経済成長に伴う

食料需要の高度化・多様化による消費構造

と生産コストの違いを背景に、水平分業と

垂直分業による食料の国際貿易が進行して

きた。中国は 2001 年末に WTO に加盟し、さ

らに2003年にASEANと自由貿易協定を締結

する中、域内における中心性を高めると同

時に、同諸国との間で工程間分業を展開し

ていることを明らかにした。このような変

化は、最終製品貿易への依存度が高い状態

であったアジアにおける国際的なフードシ

ステムが、中国を中心とする川上部門の連

携を通じて再編される可能性があることを

指摘した（木南・古澤 2012 :WTO 加盟後の

中国のフードシステムの変化と国際的相互

依存関係, 日本地域学会第 49 回年次大会）。 

すなわち、今日の食料の問題を解決するた

めには、食料の流れとそれらを取り巻く環境

との関わりを捉えると同時に、ローカルから

グローバルに至るまでの範囲を視野に入れ

た「国際フードシステム（International Food 

System）」の視点が必要であり、多様な主体

の相互依存関係を踏まえた国際的な連携方

策の探求が重要な課題となっている（木南莉

莉 2009: 国際フードシステム論）。今日のグ

ローバリゼーション下のフードシステムの

転換（Transformation of Food System）の

現状を踏まえると、そのダイナミズムを構成

する要因には、食料に対する需要、システム

の各主体から形成される組織と制度、食料生

産から消費に至る過程において関連する科

学・技術、生産要素の賦存度、各主体の部門

間・地域間のネットワークがあると考えられ

る（図）。 

 

図.グローバリゼーション下におけるフードシス

テムのダイナミズム 

出所：筆者作成 

 

したがって、適切な食料政策を導くために

は、フードシステムの転換を推進する主要因

を特定し、それらの作用と相互関係のメカニ

ズムを明らかにすることによってダイナミ

ズムの本質を理解する必要がある。 

 
２．研究の目的 

本研究では、農業経済学および農村開発論

を基礎に、新たに国際貿易論、ネットワーク

理論、新制度派経済学、組織論による分析ア

プローチを用いて、国際フードシステムのダ

イナミズムに関する実証的分析を行い、グロ

 

要素賦存度 科学・技術水準 
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ーバリゼーション下における日本と中国の

フードシステムの発展方策を提示する。 

 
３．研究の方法 

これまでに実施した準備研究の成果を踏

まえ、具体的には以下の３つのサブ課題を設

定し実証分析を行う。すなわち、Ⅰ.国際フ

ードシステムの分業構造とダイナミズムの

分析、Ⅱ.地域フードシステムの実態調査と

持続性評価の分析、Ⅲ.農業・食品産業組織

をめぐる組織・制度革新の分析である。分析

手法には、インタビュー調査や資料・統計調

査分析に加えて、社会ネットワーク分析やテ

キスト・マイニング分析を併用する。 

 

４．研究成果 

まずは課題Ⅰ. 「国際フードシステムの分

業構造とダイナミズムの分析」に関して、新

しい指標を用いて、WTO 加盟後の中国のフー

ドシステムの変化及び日本と中国間の食料

産業内貿易のメカニズムを明らかにした。ま

た、国際協力を通じた農業・食料分野におけ

る知識創造の理論モデルを構築した(図)。 

 

図 知識創造における産業間の関係 

出所：木南莉莉『改訂 国際フードシステム論』

農林統計出版、p.94より 

 

そして課題 II.「地域フードシステムの実

態調査と持続性評価の分析」に関して、大規

模なアンケート調査を用いて消費者の水産

物に対する意識構造の要因分析を行った。一

方、新潟県を対象に聞き取り調査とアンケー

ト調査を通じて地域フードシステムの実態

を明らかにすると同時に、食品認証制度及び

環境保全型農業が地域農業に与える影響、地

域のフードシステムに与える影響に関する

評価を行った（図）。 

 
 

図. 消費者意識・行動と地域フードシステム（例） 

出所：筆者作成 

さらに課題Ⅲ. 「農業・食品産業組織をめ

ぐる組織・制度革新の分析」に関して、テキ

スト・マイニング手法を用いて、日本におけ

る食品製造業のコア企業における組織革新

の戦略と認知・知識構造の関係性を明らかに

した。 

・新潟県・健康産業クラスターを事例に企業

戦略、イノベーション、経営成果の相互関係

を明らかにした。 

・中国の乳業企業を対象として経営実績及び

財務情報を基に経営効率との関係について

分析を行ったとともに、国有農業企業におけ

る人材育成の課題に関する分析を行った。 

・食料品を主要事業とする日本の地域生協が

フードシステムの持続的発展における役割

を産業組織論とコーポレート・ガバナンス論

の視点から分析を行った（図）。 
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Figure. Factors effected Management Performance 

出所：筆者作成  
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 研究期間全体を通じて、日本と中国を対象

にグローバリゼーション下の国際フードシ

ステムを転換するダイナミズムに関する実

証分析を行い、システム転換の推進要因の作

用と相互関係を明らかにした。また、経済発

展に伴い食料の消費の量的・質的水準の上昇、

食品安全性に対する要求水準への対応が、地

域フードシステムの持続性の規定要因であ

るとともに、都市経済の発展に応じた経済性、

社会性、官業保全が重要であることを明らか

にした。さらに、食料安全保障の実現に向け

てのクラスター形成における政策課題とし

ては企業戦略、イノベーション、人的資源の

開発と管理、国際的事業連携、農村共有資源

の維持管理、消費者の意識変化などが重要で

あることを明らかにし、研究成果を国際・国

内の学術集会での論文発表、海外大学及び国

内民間団体での招待講演、学術誌での論文掲

載、和文単行本と英文著書の刊行を通じて国

内外の専門家及び一般市民に広く発信した。 

 今後の展開としては、これまでに築いてき

た国際的な研究ネットワーク（北米、中国、

韓国、ヨーロッパ、ASEAN 諸国など）を生か

しつつ、国際的な比較研究をさらに深化させ

ていく必要がある。 
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